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「厚木市公契約条例」は、厚木市の経済が発展するように、市が結ぶ工事や委託の契約等（公契約）についての約束事を決めた条例です。厚木市に勤める労働者のみなさんの労働環境の整備や労働意欲の向上を目的に制定されました。
条例の対象となる業務に従事する方は、市が定めた県最低賃金よりも高い額（労働報酬下限額）以上の賃金が支払われることになっています。
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Ａ１　厚木市が発展するように、市が結ぶ工事や委託の契約等（公契約）についての約束事を決めた条例です。


Ａ２　市が公契約を結ぶときは、できるだけ競争することや不正がないようにすること、働く人や事業者が元気になるような契約制度にすることなどが決められています。


Ａ３　給料の下限額（労働報酬下限額）を決めて、働く人へその額以上の給料を支払うことを事業者に約束してもらいます。


Ａ４　労働報酬下限額は、次のどれかに当てはまる公契約で約束されます。

(1) 予定価格１億円以上の工事

(2) 予定価格1,000万円以上の業務委託

(清掃、警備、駐車場管理、窓口受付、案内、電話交換、給食調理に限ります。)

(3) 市の指定を受けたものと市が結ぶ公の施設の管理に関する協定（指定管理協定）

なお、対象公契約の受注者は、働く人へ『労働報酬下限額の対象であること』などをお知らせすることになっています。




Ａ５　労働の形態(正規雇用、アルバイト、派遣、一人親方等)や使用者が誰か(元請、下請)に関わらず、対象公契約の業務で働く人は、原則、対象となります。

※　例外あり。


Ａ６　工事の労働報酬下限額は国が決めた額（公共工事設計労務単価）の90％、業務委託と指定管理協定は1,158円／時間です。（令和６年度分。契約又は基本協定の履行開始日が属する年度の労働報酬下限額が適用されます。）
工事の労働報酬下限額は、市のホームページなどで確認できます。

Ａ７　市の契約検査課か公契約の受注者（元請）に申し出てください。

立入調査などを行い、申し出が事実であった場合には、足りない分が支払われるようにします。

申し出をしたことを理由に、解雇などの不利益な取り扱いはされません。


Ａ８　厚木市ホームページに掲載している手引をご覧いただくか、契約検査課にお問い合わせください。
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公共工事設計労務単価を時給換算した額の９割











時給1,158円


※令和６年度労働報酬下限額





Ｑ１　公契約条例って何？





Ｑ２　どんな約束事を決めたの？





Ｑ３　公契約条例で何が変わるの？





Ｑ４　どんな公契約が対象なの？





お問い合わせ先　厚木市総務部契約検査課（本庁舎３階）


委託・指定管理担当　物品契約係　電話：０４６－２２５－２１７１


工事担当　　　　　　工事契約係　電話：０４６－２２５－２０８０








Ｑ５　対象となる働く人の範囲は？





Ｑ６　労働報酬下限額はいくら？





Ｑ７　もらった給料が労働報酬下限額より


少ない場合はどうすればいいの？





Ｑ８　公契約条例を詳しく知りたい！








